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新編　悪魔の辞典
ビアス　西川正身訳（岩波書店）

　この本の分類は、名前にある通り辞典です。五十音
順に単語が並んでいてその意味を知ることができま
す。しかし、この本で知ることのできる言葉の意味は
非常にブラックユーモアにあふれたものです。笑っ
てしまうような意味のものもあれば、まとをえてい
る意味もあり読んでみると意外に面白い本です。

制御情報工学科3年　齋藤 英彰　

理性の限界 
― 不可能性・不確定性・不完全性
高橋昌一郎（講談社）

　「理性の限界」をテーマに「選択」「科学」「知識」の

３つの限界を論じたものである。不可能性定理か

ら不確定性原理、さらにはゲーデルの不完全性定

理へと展開していく本書は、多くの人が討論して

いるスタイルで記されているのが、秀逸であり、

様々な人の発言に、知的な刺激に満ち満ちた様々

な仕掛けが施されている。人間の理性には永遠に

超えられない限界があるのだろうか？　

一般教育科（国語）教員　東城 敏毅　

螺細迷宮
海堂　尊（角川書店）

　医大生の天馬大吉は留年を繰り返し、医学の道を

諦めていた。ある日幼馴染の新聞記者葉子から病院
へ潜入できないかともちかけられ、黒い噂の耐えな
い病院に潜入していく。著者はチーム・バチスタの
栄光で有名な海堂尊。終末期医療をわかりやすく説
明していて読みやすい作品になっています。装丁が
綺麗なので一度手に取ることをお勧めします。

機械工学科3年　片山　響　

魔法科高校の劣等生
佐島　勤（アスキー・メディアワークス）

　魔法というものが一つの技術として確立された
近未来で「劣等生」の烙印を押された主人公達也の
波乱の学園（？）生活の話です。「小説家になろう」
というサイトで掲載され、最近電撃文庫にて書籍
化もしています。ネットと文庫ちょっとした所で
違いがあるので両方読んでみると面白い発見があ
ると思いますよ。
　主人公や周りの人間が反則的な感じで「主人公
強ぇー」が好きな人はかなり楽しめると思います。
（主人公以外の人達もすごいですが…）

電気情報工学科3年　片小田 彗　

ひかりをすくう
橋本　紡（光文社）

　私達の生きる“日常”という平坦で複雑な道。そ
の道すがらに起こる様々な事に折り合いをつけな
がら進む人の姿。読めば明日も頑張ろう、そう思え
るようになる本だと思います。一度読んでみてく
ださい。

機械工学科5年　中川 夏希

Newton別冊 虚数がよくわかる 
水谷　仁 （ニュートンプレス ）

　2乗したら"マイナス"になる数「虚数」について
深く掘り下げた本です。「なぜ虚数という数が存在
するのか？」といった虚数の知られざる誕生秘話
だけでなく、数字の歴史（有理数や無理数の発見 
等）をカラーイラストをふんだんに使ってやさし
く解説しています。数学が苦手だなって学生に読
んでもらいたいおすすめの一冊です。

通信ネットワーク工学科教員　荒井 伸太郎

ソフトウェア開発で伸びる人、
伸びない人 【第二版】 
荒井 玲子（技術評論社 ）

　あなたはプロの技術者になりたくありません
か？人生を成功させたくありませんか？この本に
は、ソフトウェア開発を題材に、そのヒント（技術
以前に重要な基礎スキル）が書かれています。大学
で音楽を専攻し、ソフトウェア開発を仕事にした
著者による実践例です。 

通信ネットワーク工学科教員　白石 啓一

ステップファザー・ステップ
宮部みゆき（講談社）

　この本は、とある泥棒がある日、盗みに入ろう
とした時失敗をして違う家に落ちてしまう。そし
てそこで親のいない双子のお義父さんにさせら
れるという内容。なんとも憎めない双子に世話を
される泥棒というちょっと変でおもしろおかし
い物語。

建設環境工学科2年　増尾　敬　
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誰のためのデザイン?
―認知科学者のデザイン原論
ドナルド・A・ノーマン　野島久雄訳（新曜社）
　あなたは普段の生活で“使い方が分からなかっ

たもの”に出会ったことありませんか？開け方が
分からないドア、水を出せないトイレの蛇口・・・使
い方が分からないのはユーザーのせいでしょう
か？それともデザイナー？この本は“身の回りの
もの”のデザインを認知心理学の視点で分析し、良
いデザインの原則を教えてくれます。この本を読
めば、デザインについてちょっと語れるようにな
るかも知れません。

電子システム工学科教員　藤井 宏行　

東海道中膝栗毛
十返舎一九（ほるぷ出版）
　江戸から伊勢参りのために弥次郎兵衛と北八が

足を引っぱり合ったり、 途中で騒動を起こしたり
しながら旅をするという本です。 今なら1日あれ
ばどこへでも行けるのと違い、地元の人や旅をし
ている人と関わりあい、名物・名所をゆっくり歩い
ていく。そんな気ままな旅をしていく様子が分か
ります。僕も1度で良いからこんな旅をしてみた
いものだと思いました。 

1年5組　寺島　祐　

十二の嘘と十二の真実
あさの あつこ（徳間書店）

　お話の内容は王妃に仕える侍女ツルの話と小さ
な町にすむ現代の老女の話が出てくるのですが、
最後の方になってやっと接点がうまれます。 中世
の王国の物語と現代の恐怖譚のつづれ織りです。 
少しホラーのはいったミステリーな作品になって
います。 私は、あさのさんの作品ということで借
りてみたのですが、面白くて、 どんどん引きこま
れていきます。本が読み慣れていない人でも気楽
に読めると思いますので、 ぜひ皆さんも読んでみ
て下さい。 

電子システム工学科2年　河田 紗希　

Gon， the Fox
新美 南吉（IBCパブリッシング）

　この本の題名を見た時「Gon」、「Fox」という単
語からある作品を連想した人もいるかと思いま
す。僕が紹介したい本は、「ごんぎつね」です。 きっ
と、だれもが幼い頃に学校の授業などで読んだこ
とがあるでしょう。 たとえ文章が英語で書かれて
いたとしても、内容を知っていれば苦労すること
なく作品の内容が分かることができます。それに
この本には難しい文法やあまり目にしない単語も
ありません。多読図書に手を出せず、躊躇している
方は、 このようなだれもが一度読んだことのある
印象深い作品から読んでみてはどうでしょうか。 
この出版社には他にも「手袋を買いに」などもあり
ます。興味がある方はぜひどうぞ。  

電子工学科4年　森宗　慶　

苦役列車
西村 賢太（新潮社）
　本作は、本年の芥川賞受賞作である。主人公貫多
は中卒で、定職にもつかず日雇いの人足で生計を
立てるが、その仕事もさぼりがちだ。やけを起こし
て喧嘩もする。著者の西村氏もまた中卒で、イン
ターネットで調べると、貫多と同じような人生を
歩んで来たようである。実体験に基づく生々しい
描写は本作品の最大の魅力ではないかと思う。

通信ネットワーク工学科教員　高城 秀之　

雪のひとひら
ポール・ギャリコ　矢川澄子訳（新潮社）

　雪のひとひらは、ある寒い日、地上を何マイル
も離れた空の高みで生まれました。 灰色の雲が凍
てつくような風に追われて陸地の上を流れてい
ました。 この本は、とても一瞬の命である雪のひ
とひらから見た世界の話です。 彼女から見た世界
はとても美しいものばかりで、 私達にとってあた
りまえのようなものやことを“美しい”んだ、 と気
づかさしてくれる話でした。短くリズミカルな文
で書かれ、 とても読みやすい本なのでぜひ読んで
みて下さい。

電子システム工学科2年　　山本 紗生　

伝える力
池上　彰（PHP研究所）
　今、ニュースなどの解説に多数出演している池上彰
さんの一冊。 現在でも社会に出てからも「コミュニ
ケーション能力」は必要とされる。 その「伝える力」をど
うやって磨き、高めていくかを学べる作品。 堅苦しく
なく、わかりやすいので、ぜひ読んでほしい一冊です。 

通信ネットワーク工学科2年　藤彌 陽平　




